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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
刊
行
し
た
『
飛
鳥
二
膝
原
宮
発
掘
調
査

出
土
木
簡
概
報
（
十
二
）
』
　
（
一
九
九
六
年
六
月
）
以
後
、
飛
鳥
藤
原

宮
跡
発
掘
調
査
部
の
行
っ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、

主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
藤
原
宮
第
八

二
次
、
飛
鳥
藤
原
第
八
五
、
八
三
一
七
、
八
四
次
の
各
調
査
に
お
い

て
で
あ
る
。

　
木
簡
の
出
土
地
点
と
出
土
状
況
に
つ
い
て
略
述
し
、
の
ち
釈
文
を

か
か
げ
る
。
な
お
、
遺
構
の
詳
細
に
つ
い
て
は
当
該
年
度
の
『
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
出
土
状
況

　
藤
原
宮
第
八
二
次
調
査
（
西
方
官
管
南
地
区
、
５
Ａ
Ｊ
Ｌ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年
一
〇
月
～
九
七
年
二
月

　
道
路
造
成
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
り
、
調
査
面
積
は
Ｉ
八
○
○
�

で
あ
る
。
調
査
区
は
藤
原
宮
の
西
面
南
門
の
北
東
に
位
置
し
、
前
回

報
告
し
た
第
八
○
次
調
査
区
の
西
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
の
周
辺
に

お
け
る
調
査
で
は
、
藤
原
宮
期
の
遺
構
の
他
に
、
藤
原
宮
直
前
期
の

宮
内
先
行
道
路
、
さ
ら
に
下
層
に
は
弥
生
・
古
墳
時
代
の
遺
構
が
重

複
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
検
出
し
た
遺
構
は
①
古
墳
時
代
、
②
藤
原
宮
直
前
期
～
藤
原

宮
期
、
③
藤
原
宮
期
以
降
に
大
別
さ
れ
る
。

　
②
の
時
期
の
遺
構
は
宮
内
先
行
条
坊
に
属
す
る
西
二
坊
坊
間
路
、

五
条
大
路
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
側
溝
な
ど
が
あ
る
。
西
二
坊
坊
間
路

は
、
以
前
に
北
方
の
調
査
で
検
出
し
て
い
る
が
、
今
回
は
南
北
八
六

ｍ
分
を
確
認
し
た
。
道
路
の
規
模
は
路
面
幅
で
五
・
四
～
六
・
五
ｍ

側
溝
心
心
間
で
六
・
二
～
六
・
八
ｍ
で
あ
る
。
五
条
大
路
は
、
そ
の

北
側
溝
を
西
二
坊
坊
関
路
西
側
溝
と
の
合
流
点
か
ら
西
六
ｍ
分
を
検

出
し
た
が
、
南
側
溝
は
発
掘
区
外
と
な
る
。
な
お
、
五
条
大
路
の
幅

に
つ
い
て
は
、
東
の
第
八
○
次
調
査
で
、
路
面
幅
約
七
・
五
ｍ
、
側

溝
心
心
間
で
約
八
・
五
ｍ
と
い
う
数
値
を
得
て
い
る
。

　
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
西
二
坊
坊
関
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六

か
ら
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
は
、
溝
幅
が
約
一
ｍ
、
深
さ
は
発
掘

区
北
端
で
約
一
　
こ
Ｉ
ｍ
と
最
も
深
く
、
南
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
浅

く
な
る
。
溝
内
の
土
層
は
、
上
半
部
が
青
灰
色
な
い
し
灰
褐
色
の
砂

１



質
土
で
、
堅
く
し
ま
っ
て
お
り
、
溝
の
埋
め
立
て
土
と
推
定
し
た
。

下
半
部
は
、
細
砂
混
じ
り
の
青
灰
色
な
い
し
暗
灰
色
の
粘
質
土
で
、

流
水
時
の
堆
積
で
あ
る
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
発
掘
区
北
端

付
近
で
、
溝
底
に
近
い
暗
灰
色
粘
質
土
か
ら
一
点
出
土
し
た
。
同
層

か
ら
の
伴
出
遺
物
に
は
、
藤
原
宮
直
前
期
に
属
す
る
土
師
器
と
須
恵

器
が
あ
る
。

　
飛
鳥
藤
原
第
八
五
次
調
査
（
西
方
官
面
南
地
区
、
５
Ａ
Ｊ
Ｌ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月
～
六
月

　
集
合
住
宅
建
設
に
伴
う
調
査
で
、
前
述
し
た
第
八
二
次
調
査
区
の

東
に
位
置
す
る
。
調
査
面
積
七
〇
〇
�
で
あ
る
。
遺
構
面
は
三
層
あ

り
、
上
層
は
藤
原
宮
期
以
降
、
中
層
は
弥
生
～
古
墳
時
代
、
下
層
は

弥
生
時
代
で
あ
る
。
上
層
の
遺
構
は
比
較
的
疎
ら
で
あ
り
、
調
査
と

し
て
は
、
中
層
で
検
出
し
た
水
田
遺
構
や
下
層
の
弥
生
集
落
で
あ
る

四
分
遺
跡
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

　
木
簡
は
上
層
で
検
出
し
た
近
世
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
八
八
二
Ｉ
か
ら
一
点

出
土
し
た
の
み
で
あ
る
。
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飛
鳥
藤
原
第
八
三
一
七
次
調
査
（
内
裏
地
区
、
５
Ａ
Ｊ
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
一
〇
月

　
池
護
岸
工
事
に
伴
う
調
査
。
大
極
殿
院
と
内
裏
の
境
界
部
分
に
あ

た
る
醍
醐
池
南
岸
の
護
岸
工
事
で
、
発
掘
面
積
は
一
八
六
�
で
あ
る
。

　
検
出
し
た
お
も
な
遺
構
は
、
藤
原
宮
直
前
期
の
遺
構
と
し
て
、
先

行
朱
雀
大
路
の
東
側
溝
、
そ
の
東
を
北
流
す
る
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
九

〇
一
Ａ
が
あ
り
、
藤
原
宮
期
の
も
の
と
し
て
、
二
条
の
掘
立
柱
東
西

塀
な
ど
が
あ
る
。

　
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
九
〇
一
Ａ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
一
九
〇
一
Ａ
は
宮
中
心
部
を
南

北
に
縦
貫
す
る
水
路
で
、
藤
原
宮
造
営
の
資
材
運
搬
の
た
め
の
運
河

と
考
え
て
い
る
。
今
回
は
南
北
約
一
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
溝
幅
五

ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
六
ｍ
あ
り
、
溝
内
は
四
層
に
大
別
さ
れ
る
。
下
二
層

は
堆
積
土
、
上
二
層
は
藤
原
宮
造
営
に
あ
た
っ
て
埋
め
立
て
た
整
地

土
と
判
断
し
た
。
木
簡
は
こ
の
溝
の
最
下
層
か
ら
一
点
出
土
し
た
が
、

断
片
で
あ
り
釈
読
で
き
な
い
。

　
藤
原
宮
期
の
二
条
の
東
西
溝
は
、
内
裏
内
郭
の
南
限
を
区
画
す
る

塀
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
今
後
の
周
辺
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

　
飛
鳥
藤
原
第
八
四
次
調
査
（
飛
鳥
池
遺
跡
、
５
Ｂ
Ａ
Ｓ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
一
月
～
一
　
一
月

　
万
葉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
建
設
に
伴
う
調
査
。
一
九
九
一
年
度
に
調
査

し
、
七
～
八
世
紀
初
の
金
属
・
ガ
ラ
ス
エ
房
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
た

飛
鳥
池
遺
跡
の
北
、
飛
鳥
寺
東
南
隅
の
南
に
位
置
す
る
。
発
掘
面
積

約
三
〇
〇
〇
�
で
あ
る
。

　
木
簡
出
土
遺
構
は
多
岐
に
わ
た
り
、
現
在
な
お
遺
構
・
遺
物
と
も

に
検
討
中
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
遺
構
概
要
あ
る
い
は
木
簡
点
数
な

ど
の
デ
ー
タ
は
今
後
も
変
動
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
詳
細
に
つ
い
て

は
次
年
度
以
降
に
刊
行
予
定
の
正
報
告
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
現
段
階

で
一
応
の
検
討
が
済
ん
だ
遺
構
に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど

め
る
。

　
遺
構
毎
の
木
簡
点
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇

方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇

方
形
池
外
側
の
整
地
土
・
土
坑
群

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五

二
Ｉ
四
〇
点

　
　
　
一
　
一
点

　
　
　
こ
（
点

一
　
一
八
○
点

三
四
五
〇
点

３



　
　
　
　
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
点

　
　
　
　
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
点

　
　
　
　
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
点

　
　
　
　
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点

　
　
　
　
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
点

　
　
　
　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点

　
Ｓ
Ｋ
一
〇
は
、
調
査
区
東
南
部
で
検
出
し
た
素
掘
り
の
土
坑
で
あ

る
。
東
西
五
・
二
ｍ
、
南
北
四
ｍ
の
楕
円
形
で
、
深
さ
Ｉ
　
・
七
ｍ
あ

る
。
堆
積
土
は
三
層
に
大
別
さ
れ
、
こ
の
う
ち
上
層
の
木
屑
層
を
中

心
に
出
土
し
た
。
年
紀
を
も
つ
木
簡
は
Ｉ
点
も
な
い
が
、
「
粒
評
石

見
里
」
の
表
記
か
ら
み
て
、
七
世
紀
末
（
天
武
朝
末
年
以
後
か
）
の

年
代
が
与
え
ら
れ
る
。

　
Ｓ
Ｇ
三
〇
は
、
調
査
区
東
辺
で
検
出
し
た
方
形
の
石
組
池
で
あ
る
。

平
面
規
模
は
底
面
で
、
東
西
七
・
九
ｍ
、
南
北
八
こ
（
ｍ
。
池
の
四

周
は
急
傾
斜
の
玉
石
積
で
、
そ
の
最
も
高
く
残
っ
て
い
る
部
分
で
は

八
段
、
高
さ
が
Ｉ
・
六
ｍ
あ
る
。
池
の
東
辺
は
一
度
改
修
さ
れ
て
お

り
、
石
積
の
裏
側
に
当
初
の
石
積
が
残
る
。
池
底
に
は
拳
大
の
石
を

敷
い
て
い
た
と
推
定
す
る
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
範
囲
は
そ
れ
ほ
ど

第８４次調査遺構略図

４



広
く
は
な
い
。

　
池
の
導
水
路
は
、
当
初
は
西
南
隅
に
注
ぐ
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
で
あ

っ
た
が
、
奈
良
時
代
以
降
は
池
の
東
南
隅
に
注
ぐ
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
九

に
か
わ
っ
て
い
る
。
排
水
路
は
、
池
の
東
北
隅
に
あ
る
石
積
の
水
路

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北
へ
排
水
し
た
。

　
池
は
七
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
、
奈
良
時
代
ま
で
存
続
し
た
か
。
木

簡
は
池
底
近
く
の
堆
積
土
と
池
を
埋
め
た
埋
土
か
ら
あ
わ
せ
て
一
一

点
が
出
土
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
池
の
周
囲
の
整
地
土
や
大
小
の
土
坑
群
か
ら
あ
わ
せ

て
こ
（
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
の
遺
構
の
年
代
な
ど
は
検

討
中
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
は
、
素
掘
り
の
南
北
溝
で
、
北
流
し
、
方
形
池
Ｓ
Ｇ
三

〇
に
注
ぐ
。
方
形
池
よ
り
南
約
コ
ー
ｍ
の
位
置
に
石
組
の
護
岸
を
と

も
な
う
堰
が
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
で
は
溝
幅
約
一
ｍ
、
深
さ
〇
・
五

ｍ
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
南
に
向
か
っ
て
溝
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、

調
査
区
南
端
で
は
幅
約
三
ｍ
、
深
さ
約
一
ｍ
と
な
る
。
堰
よ
り
南
の

溝
底
に
は
木
屑
層
が
分
厚
く
堆
積
し
、
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

年
紀
を
記
す
の
は
、
「
丁
丑
年
」
の
み
で
、
天
武
六
年
（
六
七
七
）

に
あ
た
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
の
西
側
に
は
平
行
し
て
掘
立
柱
の
南
北
塀
Ｓ
Ａ
Ｏ
二
が

あ
り
、
そ
れ
を
挟
ん
で
さ
ら
に
西
を
平
行
し
て
流
れ
る
南
北
溝
が
Ｓ

Ｄ
Ｏ
五
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
は
、
溝
幅
が
六
～
七
ｍ
、
深
さ
〇
・
七
～
一
ｍ
あ
り
、

や
は
り
北
流
し
、
方
形
池
の
西
を
さ
ら
に
北
へ
伸
び
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
は
遺
構
と
重
複
す
る
た
め
、
方
形
池
よ
り
南
の
部
分
を
掘
り

下
げ
た
。
木
簡
や
削
屑
を
大
量
に
含
む
腐
植
土
層
を
何
層
も
挟
ん
で

比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
年
紀
を
記
す
の
は
、

「
庚
午
年
」
「
丙
子
年
」
「
丁
丑
年
」
の
三
点
で
あ
る
。
「
庚
午
年
」

は
天
智
九
年
（
六
七
〇
）
、
「
丙
子
年
」
は
天
武
五
年
（
六
七
六
）

に
あ
た
る
。

　
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
、
Ｓ
Ａ
Ｏ
二
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
は
調
査
区
中
央
部

に
あ
た
る
谷
を
埋
め
立
て
た
一
連
の
エ
事
と
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
最

も
低
い
部
分
に
南
北
塀
Ｓ
Ａ
Ｏ
二
を
た
て
て
基
壇
状
の
高
ま
り
を
作

り
、
こ
れ
と
平
行
し
て
二
条
の
南
北
溝
を
掘
り
、
そ
の
南
北
溝
を
つ

な
ぐ
よ
う
に
木
樋
暗
渠
を
埋
め
込
む
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
に
は
堰
を
設
け
、

西
か
ら
そ
の
堰
へ
往
復
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
を
ま
た
ぐ
形
で
踏

５



石
列
な
ど
も
同
時
に
作
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
の
流
路

の
先
に
あ
た
る
方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇
も
同
じ
時
に
造
営
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
と
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
が
埋
め
ら
れ
た
時
期
は
、
両
溝
出
土
遺
物

か
ら
み
て
、
一
応
持
統
朝
頃
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
木
簡
は
両

溝
の
下
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
に
見
え
る
サ
ト
の
表
記
が
い

ず
れ
も
「
五
十
戸
」
と
な
っ
て
い
て
、
「
里
」
と
い
う
木
簡
が
二
点

も
な
い
こ
と
は
重
要
で
、
あ
る
い
は
木
簡
に
関
し
て
は
天
武
朝
に
お

さ
ま
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
Ｓ
Ｋ
二
六
は
、
東
西
六
・
五
ｍ
、
南
北
四
ｍ
の
不
整
形
土
坑
で
、

南
西
部
の
東
西
二
ｍ
南
北
一
丁
五
ｍ
の
範
囲
が
一
段
深
い
。
最
も
深

い
と
こ
ろ
で
遺
構
面
か
ら
Ｉ
　
・
四
ｍ
あ
る
。
埋
土
は
三
層
に
大
別
さ

れ
る
。
木
簡
は
こ
の
う
ち
第
二
層
を
中
心
に
出
土
し
た
。
こ
の
土
坑

は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
と
重
複
す
る
位
置
に
あ
り
、
溝
の
埋
土
を
切
っ

て
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
土
坑
か
ら
も
年
紀
を
記
す
木
簡
が
な

い
が
、
荷
札
木
簡
に
み
え
る
地
名
表
記
が
い
ず
れ
も
「
国
・
郡
・
里
」

と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
大
宝
元
年
（
七
〇
こ
か
ら
霊
亀
三
年
（
七

一
七
）
　
の
間
の
年
代
で
あ
る
。

　
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
八
は
、
方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇
の
西
南
に
あ
る
平
面
形
が

長
方
形
を
し
た
土
坑
で
あ
る
。
南
北
約
四
ｍ
、
東
西
四
・
五
ｍ
以
上
、

深
さ
Ｉ
・
三
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
埋
土
か
ら
木
簡
六
点
が
出
土
し
た
。

　
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
二
は
、
井
戸
の
周
囲
に
石
敷
と
排
水
路
を
も
ち
、
東

西
六
ｍ
、
南
北
八
・
五
ｍ
の
規
模
で
あ
る
。
井
戸
枠
は
二
段
で
構
成

さ
れ
、
下
段
は
長
さ
一
四
〇
ｍ
、
断
面
一
六
㎝
×
二
〇
㎝
の
角
扇
状

の
細
長
い
材
を
内
法
径
一
ｍ
と
な
る
よ
う
に
円
形
に
た
て
並
べ
る
。

こ
の
上
に
土
居
桁
を
組
み
、
束
を
立
て
て
、
そ
の
外
側
に
横
板
を
貼

っ
て
上
段
の
枠
と
し
て
い
る
。
横
板
は
、
高
さ
五
〇
㎝
前
後
、
厚
さ

四
ｍ
の
板
材
で
、
長
さ
は
東
・
西
辺
の
板
が
二
三
八
巴
剛
後
、
南
・

北
辺
の
そ
れ
は
一
五
〇
弓
削
後
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
西
辺
の
横
板
は

扉
板
を
転
用
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
墨
書
が
残
っ
て
い
た
。
井
戸
と

し
て
の
年
代
は
藤
原
宮
期
～
奈
良
時
代
末
な
い
し
平
安
初
期
と
見
て

い
る
。
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二
、
凡
　
例

　
Ｔ
）
木
簡
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、
内

容
分
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
た
。

　
（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
の
文
字

に
つ
い
て
は
正
字
体
・
異
体
字
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
（
三
）
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を

示
す
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
も
の
及
び
二
次
的

加
工
を
受
け
て
い
る
も
の
は
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ
き
で
示
し

た
。
法
量
下
の
数
字
は
型
式
番
号
・
最
下
段
に
は
出
土
地
区
を
示
し

た
。
型
式
番
号
は
次
の
通
り
。

　
つ
コ
型
式
　
長
方
形
の
材
（
方
頭
・
圭
頭
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
）
の
も

　
　
　
　
　
の
。

　
０
１
５
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の
。

　
っ
芯
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形

　
　
　
　
　
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
０
１
１
-
０
３
２
-
０
５
１
型
式
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
。

0
2
1
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

旨
に
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

心
２
型
式
　
小
型
矩
形
で
、
左
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

已
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

⇔
旨
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

宕
｀
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を

　
　
　
　
尖
ら
せ
た
も
の
。

つ
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端

　
　
　
　
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形

　
　
　
　
は
０
３
１
-
０
３
２
-
０
３
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ぼ
｛
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作

　
　
　
　
っ
た
も
の
。

っ
台
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、

　
　
　
　
左
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

つ
き
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、

　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

§
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
下
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

§
｀
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・

　
　
　
　
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
０
３
３
-
０
５
１

　
　
　
　
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。
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§
｝
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

口
回
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

§
｝
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い

　
　
　
　
も
の
。

§
｝
型
式
　
削
屑
。

（
四
）
本
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

Ｏ

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
。

口
口
口
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
　
Ｌ
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

口
　
口
　
記
載
内
容
か
ら
み
て
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推

　
　
　
　
定
し
た
も
の
。
但
し
削
屑
に
つ
い
て
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
こ

　
　
　
　
の
記
号
は
省
略
し
た
。

■
一
■
　
抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

そ
～
～
　
抹
消
し
た
文
字
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左

　
　
　
　
傍
に
付
し
た
。

　¬

Ｌ

‾1

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

カ
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

同
二
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
つ
な
が
ら
ず
、
中
間
の
一
字

以
上
が
不
明
な
も
の
。

　
一
×
　
】
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇

　
　
　
　
　
所
の
左
傍
に
・
を
付
し
原
字
を
右
傍
に
示
し
た
。

　
【
　
】
　
　
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を

　
　
　
　
　
含
む
も
の
。

　
（
五
）
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た
＊
は
、
口
絵
図
版
に
写
真

を
掲
げ
た
木
簡
を
示
す
。
＊
１
は
図
版
１
に
対
応
す
る
。

　
本
書
の
編
集
は
寺
崎
保
広
が
担
当
し
た
。
釈
読
は
寺
崎
・
宮
川
伴

子
が
行
な
い
、
堀
裕
・
竹
内
亮
・
吉
江
崇
氏
の
助
力
を
得
た
。
写
真

は
井
上
直
夫
・
中
村
一
郎
の
撮
影
に
よ
る
。
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三
、
木
簡
釈
文
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宮
第
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二
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５
Ａ
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）
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Ｄ
三
二
〇
六

　
「
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カ
ー
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十
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口

　
　
　
　
　
　
一
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ー
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（
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Ｓ
Ｋ
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口
口
八
男
瓦
百
五
十
枚

　
女
瓦
口

口
女
瓦
七
十
七
口

方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇

口
不
不
　
恵
恵
不
不
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道
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及
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